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合理の経済，非合理の政治

30 代からこの方 14 年海外に駐在し，180 か

国に赴き国情を学んだ。その間二度外交官に

助っ人として狩り出された。外交官が初めての

人のために，外務研修所があり色々な心得やマ

ナー，“do”と“donʼt”を教えてくれる。例え

ば「ぶどう」をフォークで食べろ，フィンガー

ボールから水を飲まないなどなど。筆者は英国

留学（1 年間の企業幹部候補との全寮生活で

あった）したので，研修所行きは免れたが，外

交官心得を渡された。ディナーやパーティ等

で，相手国官僚との会話で避けるべき話題がそ

こに記されてあった。

1．宗教 2．政治 3．民族・人種

問題 4．性・男女関係 の四点

である。

つまり，趣味，スポーツ，

芸術，旅行，家族，天候等々，

品のよいことだけを話せとの

御趣旨のようであった。

筆者の経験した英国のエリー

ト（ほとんどが Oxbridge 出身

者）との計一年間の全寮生活で一番激

しく議論されたのは，正に上記四つの禁止ト

ピックであった。だから，外務省心得は無視す

ることとした。着任してからも，相手国の政府

高官，企業のエリートを初め，各国の面白そう

な人と遠慮なく何でも話題にし，質問し，質問

され，議論した。最初の任地カイロでは，アラ

ビアのローレンスの親友の英国人退役軍人やア

メリカのジャーナリスト（後でピュリッツー賞

受賞者となる）英国大使館員や英国の貴族（1

年滞在後でスパイと確認され逃亡）財務省次

官，ヘルワン製鉄所社長などが話し相手で家に

も良く来た。皆，知的好奇心旺盛で，質問好

き，議論好きで，新しい観点が示されると，目

を暉かして喰い付いて来る。平凡で，穏当な議

論が出ると，「Come on！ お前マジか」とや

られる。話し合いの上でぶつかっても，だから

仲が悪くなる訳でなく，後味は爽快であった。

小生の異論珍論好きに磨きが掛かったと思う。

経済は，合理性を柱としている。しかし，時

に，人はパニックになる。集団的変異に陥るこ

ともある。だが，base は合理性である。だか

ら経済組織はその適用内で，平和思考である

「Trade makes peace」である。

世界経済レベルで，市場経済を最大限発揮さ

せようとする国家間で構築された条約や協定

が，グローバリゼーションとなった。

その大きな成果の一つであろう。

筆者もジュネーブのWTOで日

本政府の首席代表として，国

際的貿易秩序の維持改善に

向け，論争の日々を送った。

一方，政治はどうか。政治

の基本的な土台となる国そのも

のが，民族，歴史，宗教，過去の

経緯や借り貸し等々，幾重にも絡み

合った多分に非合理を抱えた代物である。もと

もと人間は，陸上動物として発達して来た。海

洋生物のように回遊性もなく，種族により，多

少の移動性の差はあるが，基本的に土地にへば

りついた存在。つまり，地縁に縛られた群棲生

物である。そして，他の哺乳類同様，個として

も群としても「縄張り」を必要としている。

その個や群同士の関係は，平和時には，交

換・交易が表面に出るが，これが妨げられると

なると，力と力の争いとなる。カインとアベル

の争い以来，力の争いは止むことがない。第二

次大戦後も，既に一万件の国家間，地域間の武
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力闘争があった。勝った方は，相手にその意思

を押し付け，大抵大きい方が勝ち，その他の縄

張りを拡大して，弱い者から富や利権を奪う。

つまり，武力闘争である（御存知のように国連

は大国の拒否権によりほとんど期待できない）。

筆者は，二度の軍事専門機関（防衛省）勤務

の間，主として，欧米の軍人や軍事政策立案者

と議論を重ね，日本の防衛論のきれい事と全く

異なる議論をして，格段に視野が広がった。

お座敷国・廊下国・離れ座敷国

ところで世界では，人の棲息出来る所は，人

の群れ（主として民族を形成）で占拠されてい

る。この群れの多くは「国」と呼ばれている。

この「国」を観察して，ざっくり大別すると，

どうやら次の三つの型に分類されよう。筆者が

三度に亘り棲んだ欧州及びその近辺を観察し

た。

この，1000 年間，世界中で一番激しく争い

合った地域に筆者は棲んだこととなる。30 年

戦争では，ドイツの人口は 3分の 1に減った。

ハンガリーもほぼ同様の激しい争いをした。そ

の度に，国境が変わった。欧州白人が世界中を

征服し，現在の国の国境のありようがそこで決

まった。

タイプⅠは，強大で人口の多い群れである。

広大な土地を占拠して，外敵に対しては守り易

い障壁を領土の周辺に有している。海，峻険な

山脈，川，湖，深い森林（密林を含む）は敵を

防ぐのに役立つ。フランス，ドイツ，中国，ロ

シア等が適例である。米国も島国ではあるが，

巨大な大国でこの亜型である。これを「お座敷

国」と呼びたい。（アフリカ，南米は研究不足

である）

一方，人口が少なく，相対的に弱小な群れ

は，狭くして守り難い土地に追いやられてい

る。大体は半島か，大草原の真中か，海辺にあ

る。ベルギー，ポーランド，デンマーク，韓

国，バルカン半島諸国，エジプト，レバノン等

がこの類である。筆者がかつて在住したエジプ

トの政府高官は，エジプトが有史以来，24 回

侵略を受けたと自嘲気味に語った。エジプト

は，三大陸の交点にあり，いわば交差点，通る

側から言えば，通路，または廊下である。この

タイプⅡを「廊下民族」と呼ぼう。

第Ⅲは，天然の障壁に恵まれていて，ほとん

ど外敵の侵略に遭ったことのない国である。海

に囲まれた英国，日本，山に囲まれたスイス，

エチオピア，ネパール，ブータン，アフガニス

タン，砂漠に囲まれたサウジアラビア等々であ

る。暑熱で棲み難かったタイもこの分類に入る

であろう。世界に永い歴史のある王室を持つ国

はこのタイプⅢに多い。寒冷に守られたノル

ディック三国もこのⅢ型の亜型にして良いかも

しれない。何れの国も軽武装である。外敵の脅

威が少ないから，呑気でいられる。外国に対し

て，身構えていない。但し，19 世紀に流行し

た帝国主義時代には，英国とそれを手本とした

日本は，植民地獲得に乗り出した。これらの国

は，時として弧高となる。他国，特に大国に対

する被害者意識が少ない。他国との付き合いが

下手（スイスは欧州の真中で EU非加盟。英国

も Brexit で遂にそうなったし）である。これ

をタイプⅢ「離れ座敷群」と呼んでみよう。

筆者はかつて，韓国第一のメーカーのサムス

ンのオーナー会長・李氏やその後の朴社長等と

極めて親しかった。EUの反ダンピング提訴に

対して，反対運動を展開した日本側委員長とし

て，EU に勝訴した。その間，初めての対 EU

との貿易闘争に遭遇して助けを求めて来た韓国
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メーカーを助言して，ダンピングから救ったか

らである。ある時朴氏から，「日本は実にうら

やましい，天下大乱の時に，被害を受けるのは

常に韓国で，日本は無被害か時には大利を収め

る（朝鮮戦争特需を日本が享受した時を指す）

ではないか」と，嘆かれたことがある。

確かに日本と韓国の地理上の位置が逆転して

いたら，大変だったと思う。この例が示すよう

に，廊下民族は大変である。一旦事が起きれ

ば，大軍が乱入して蹴散らされ，乱暴され，身

を置く所がない。第二次大戦時は，ギリシャ，

ベルギー，オランダやバルカン半島諸国も，い

ち早くナチの占領下に置かれて悲運を味わっ

た。

このタイプ分けはざっくりした外国観察には

中々役立って来た。大国（座敷民族）は概して

横暴である，腕力に物言わせる乱暴者（bully）

となり易い。グローバリゼーションの基盤と

なっている国際協定を平気で破る。国際秩序を

揺さぶる米国ファースト，中国の製造 2025，

ロシアのプーチーズム，欧州大国のポピュリズ

ム等が世界の将来に暗い影を落としている。

小国はどうか。筆者がジュネーブで仲良しと

なった，ベルギーの老練大使は言った。「小国

は正義をかざして，身はくねくねと，ずる賢く

生き延びている。いわば娼婦である」と。

「廊下国家」へ転じた日本

さて，我々離れ座敷の日本民族は 80 年前に，

亡国の危機に直面したが，その後は，幸運にも

恵まれ，また 40 個師団に値すると言われる日

本を取り巻く海に守られて，この数十年に亘

り，のうのうと，あるいはノー天気に過ごして

来た。超大国の米国「ブリー」の袴の裾に陰れ

て米ソ冷戦も事なきを得た。戦争は悪，軍事さ

えなければ戦争なしとの思いが，多分世界中で

日本だけに根を張っている。

ところが，最近の軍事技術上の発達を見ると，

この恵まれた離れ座敷民族に影を落す状況が生

れて来た。第一は，迎撃が相当難しい超低空，

多弾頭の長距離ミサイルの発達である。核兵器

は今やテロリストでも手にすることが出来る技

術である。超低空の地形追随型ミサイルは捕捉

撃墜が難しいとのことである。つまり，海洋国

家の地理的障壁がかつてのような守りの壁とし

て，十分ではなくなったということである。

前述の国別分類学で言うと，日本は今や「離

れ座敷」でなく，容易に踏み付けられる「廊下

国家」になり下ったかも知れない。大変心配な

事態ではないか？

救いがないことはない。軍は，事前の周到な

計画と準備なくしては作動しない。従って，悪

しき動きは，米軍の協力と相俊って事前に察知

は出来る。しかし，問題は，その先にある。我

国は，「専守防衛」の国である。撃たれる前に

は撃てない，が国是である。技術的には，敵の

攻撃策源地を潰すことは可能であり，また実行

手段も整備出来る。北朝鮮は防空能力が低いの

だ。しかし，最初に撃たせる前提に，この国は

しがみついている。日本国民は何故，憲法九条

とその背景になっている「軍即悪」にはまり込

んだのか？

その延長線上で，何故日本さえ戦争を起こさ

なければ，日本は平和で安全と思い込んでいる

のか。日本が味わった第二次世界大戦をはさむ

14 年戦争は，日本が起こした昭和 6 年の満州

事変に始まり，日本が手を挙げた昭和 20 年の

夏に，世界全体から砲火が総て消えた。つま

り，火付役日本，最後まで戦争し続けたのも日

本であった。となると，戦争日本犯人論が，頭
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に滲み込む。言い替えれば，日本さえ戦争しな

ければ，世界は平和，まして，日本は平和で，

安全で，安泰であるとの考えとなった。つまり，

平和憲法の前文の世界である。加えて，戦後の

GHQ が，日本人悪者論を社会学者，心理学者

まで動員して，徹底的に，日本人を洗脳した。

もともと帝国日本の以前は，徳川 300 年の平和

が基礎にあった。この牢固とした平和主義的世

界観と，実は，今や日本は「廊下国家」になっ

たという現実との間には，天地の差がある。こ

の国民の考への深い亀裂をどうするか？

現時点では，トランプ氏も北朝鮮先制攻撃を

思い止っているようで，それなら，北朝鮮の在

日米軍攻撃もないであろうから，当面，少しは

安心していいのかも知れない。

永い目で見れば，希望はある。若い人（20

代，30 代）になるほど，国防意識が高いこと

である。平成の 30 年間の失われた時代から，

世界から，再び注目される元気な国に，また抑

止力と，まともな安全保障政策を構築して，自

分の国は自分で守れという日本に変わることを

希望して筆を措く。

わだ ゆたか Mach Corporation取締役会長


